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A. 研究目的 

近年、Ｂ型肝炎やＣ型慢性患者に対する

抗ウイルス療法が進歩し、ほとんどの患者

の肝炎鎮静化あるいはウイルス排除が可能

となった。一方、自身のウイルス肝炎の有無

について知らない人も多く、また、知ってい

ても、有効な治療を受けていない人が多い

ことが問題となっている。受検、受診、受療

の各過程における対策が必要であるが、本

研究では職域検診における肝炎検査を促進

するためのツールとして、新規の肝炎検査

説明書を作成し、その有効性について検討

を行った。 

 

B. 研究方法 

協会けんぽ大分支部協会けんぽの協力を

得て、大分県版のウイルス肝炎検査説明書

を作成し、大分市内の協会けんぽ関連の検

診施設に配布した。2020 年 4 月より新規肝

炎検査説明書による肝炎検査の案内を開始

した。 

 

 

大分市および新規説明書を配布していな

い大分市以外の地域における、2019 年 4 月

～9 月までの肝炎検査受検率について比較
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と連携し、新バージョンの説明用紙を作成し、その有効性について検討した。大分市内の

施設に新規説明書を配布し、その他の地域には従来の説明書を配布。大分市とその他の地

域、および大分市における前年度との肝炎検査受検率について比較を行った。大分市は非

配布地域の 1.44 倍受検者が増加し、前年度との比較では 1.3 倍の増加となった。肝炎検査

説明用紙の差し替えだけで、受検率の増加が認められたが、検診受検者全体の 2.6%にとど

まっており、肝炎検査受検率を上げるためにはさらなる工夫や対策が必要と考えられた。 
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した。また、大分市における 2018 年 4 月～

9 月の肝炎検診受検率と 2019 年 4 月～9 月

の受検率についても比較した。 

 

C. 研究結果 

大分市および大分市外での 2018 年 4 月～9

月、2019 年 4 月～9月の肝炎検査受検者数 

 

 

大分県の人口は約 130 万人、大分市の人

口は約 48 万人であり県民の約 37％ほどで

あるが、検診受験者が都市部に多いため、大

分市と大分市以外の総受検者数は 2018 年、

2019 年とも同程度であった。 

 

大分市および大分市外での 2019 年 4 月～9

月の肝炎検査受検率の比較 

 

肝 炎 検 査 受 検 率 は 大 分 市

2.6%(829/31303) 、 大 分 市 以 外

1.8%(547/29849)であり、新規説明書配布地

域は非配布地域の1.44倍受検率が高かった。 

 

 

大分市での 2018 年 4 月～9月、2019 年 4 月

～9月の肝炎検査受検率の比較 

 

次に大分市において、2018年度 4月～9月

と 2019 年度 4 月～9 月の肝炎検査受検率に

つ い て 比 較 し た 。 2018 年 度 は

2.0%(585/29830) 、 2019 年 度 は

2.6%(829/31303)であり、前年度に比べ 1.3

倍、受検者数では 244 人の増加となった。 

 

大分市、大分市外での 2018 年 4 月～9 月、

2019 年 4 月～9月の肝炎検査受検率の推移 

 

大分市と大分市以外の受検率、受検者数

の推移を示すが、大分市では 0.6%(244 人)

増加したが、反対に大分市以外では 0.8％

（172 人）減少していた。 

 

D. 考察 

新規説明書を配布した地域と非配布地域、

また配布地域における前年度との比較をす

ることにより、新規説明書の有効性について



－74－ 

検討した。新規説明書は従来のものに比べ、

文字数が少なく、短時間で検査について理解

することができ、さらに2041円の検査費が

612円になることをアピールできることが特

徴である。瞬時に検査費用が安いというイメ

ージをもってもらうことができたことが、検

診率・検診者数の増加につながったのではな

いかと考えられる。ただし、他県に比べると、

増加率が低く、原版である福岡県の検査説明

書のアレンジが裏目に出た可能性は否定で

きない。今回はシンプルに説明書を差し替え

ただけでも検診者の増加が得られたことよ

り、説明書配布時に受検勧奨を加えることが

できれば、さらなる受検者数の増加につなが

る可能性があると考えられた。 

 

E. 結論 

協会けんぽと連携し、新規説明書の有効

性について検討した。新規説明書に差し替

えたことで、受検率・受検者数の増加が認め

られたが、さらに受検者数を増やすために

は、説明書の見直しや口頭での受診勧奨な

どさらなる工夫や対策が必要と考えられた。 

 

F. 政策提言および実務活動 

＜政策提言＞ 

 職域検診での肝炎検査推進のために、肝

炎検査説明書の刷新は有効と考えられるが、

受検者数を増やすためには、行政的な関与

も含めてさらなる対策が必要と思われる。 

＜研究に関連した実務活動＞  

肝炎検査は一度行えばよいため、検診結

果を記憶できるよう、受検者への肝炎シー

ルの配布を行っていく。 

G. 研究発表 

なし 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 

なし 

2. 実用新案登録 

なし 

3. その他 

なし 


